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２．BSL-4 施設を設置する場所について 
（１）長崎大学の基本的考え方 

① 長崎大学が BSL-4 施設の設置を検討している場所 
    長崎大学は、現在、BSL-4 施設の設置場所について、坂本キャンパス

内を候補地としている。同キャンパスには、熱帯医学研究所や医学部が

存在し、また長崎大学病院に近接している。5 月 18 日に開催された第 3
回有識者会議の前には、委員が設置候補地の見学を行った。 

 
  ② WHO の考え方及び我が国の国内規制との関係 

BSL-4 施設を市街地に立地させることに関し、平成 24 年に長崎大学が

WHO に確認したところ、1997 年に出版された「保健医療機関の検査室

の安全（原題：Safety in health-care laboratories）」に記載のある検査室

の場所（Location of laboratory）は、主として病院の施設内に設置する検

査室について述べているものであり、病院の施設内で多くの人々が行きか

う場所は避けて設置すべきであるという意味であるとの回答*を得ている。

要するに、BSL-4 施設を市街地に立地することについては、WHO として

問題視しないとのことであった。 
実際に、欧米先進国においては、多数の BSL-4 施設が市街地に立地し

ているが、WHO がこれを問題視したことはない。 
また、国内においては、厚生労働省所管の感染症法が BSL-4 施設の設

置運営を規制しているが、同法においても、市街地設置を禁じる規定はな

い。 

 

*WHO の回答者は、Dr. Nikoletta Claudia Previsani （WHO 本部 バイオセーフテ

ィおよび実験施設のバイオセキュリティー管理担当）。 

 
③ 長崎大学が坂本キャンパスに BSL-4 施設の設置を検討している理由 

    － 期待される感染症研究・人材育成の速やかな成果 － 
  BSL-4 施設を利用した感染症研究・人材育成を効果的に進めるには、

以下の 3 条件が必要不可欠であると考える。 
   ・ 安定したインフラ供給が可能な環境 
   ・ 研究用資材の入手や機器のメインテナンス・修理が容易な環境 
   ・ その他の様々な研究分野との交流・連携が可能な環境 

 
    こうした条件を満たす場所として、長崎大学は坂本キャンパスへの

BSL-4 施設の設置を計画している。 
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    BSL-4 施設の市街地立地については、同施設に伴うリスクから否定的

な見解が示されることが少なくなく、特に地域住民の不安を考えれば、

そうした見解についても十分に理解し得るところである。 
    長崎大学としては、坂本キャンパスの近隣住民の不安を真摯に受け止

め、後に述べるような安全・安心の確保のための対策を講じる考えであ

るが、国際的な感染症の脅威は決して「対岸の火事」ではなく、感染症

研究や人材育成の成果は、一刻でも早く、少しでも多く求められている

ということを強調したい。 
BSL-4 施設の市街地立地を単に研究者の利便性に基づくものとして否

定的に捉える見解が見受けられる。また、人家の存しない離島や山奥での

立地を求める見解やさらにはアフリカでの立地を求める見解も存在する

が、その場合、効果的な研究・教育の推進が損なわれ、感染症制圧に貢献

する道が大きく制約されることにもなりかねない。研究現場の実態を踏ま

えれば、長崎大学としては現実的な検討は難しく、また、仮にそうした計

画を検討するのに時間を要すれば、昨年来のエボラ出血熱の大流行などの

感染症の脅威を懸念する市民の切実な声に答えられなくなることが懸念

される。 

 
    国際的な人的交流の増大による感染症の脅威は、長崎などの地方圏に

とっても決して無関係ではない。例えば、東京国際空港、いわゆる羽田

空港には国内線ターミナルのほか、国際線ターミナルも設置されており、

海外との航空路の窓口となっている。つまり、海外から帰国する日本人、

あるいは海外からの観光客・ビジネス客は羽田空港に到着し次第、国内

線ターミナルから長崎を含む国内各地にたやすく移動できる。さらに、

我が国全体が現在観光立国を標榜し、長崎県や長崎市においても、「明治

日本の産業革命遺産」の世界遺産登録などを通じた観光の促進を県民所

得の向上や経済活性化の重要な手段として位置付けている。今後、ます

ます国際的な人的交流の増大に直面しようとしている。これは単なる机

上の空論ではなく、去る 5 月、福岡においてエボラ出血熱の疑い例が発

生し（結果は陰性）、九州とアフリカの間の人的交流の一端が図らずも明

らかとなった。そして、感染症には必ず潜伏期間（感染から発症までの

無症状期）があり、空港や港湾の検疫、すなわち水際対策だけで侵入を

食い止めることが不可能であることは、平成 21 年のパンデミック・イン

フルエンザの国内流行の例からも明らかである。 
    なお、第一種感染症指定医療機関である長崎大学病院との連携につい

ては、先に述べた通りであるが、昨年のエボラ出血熱の大流行や最近の
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MERS（但し、MERS コロナウイルスは BSL-3）の流行に際して、一般

市民から様々な問合せが寄せられ、各種展示や長崎大学教員による説明

会に対して、評価の声を多数いただいた。これらに見られるとおり、長

崎大学熱帯医学研究所、医学部、そして大学病院の多数の感染症専門家

の存在は、一般市民の方々の安全・安心の向上に資すると考えられる。  

 
    さらに、現在、世界では「研究者の争奪戦」とも言うべき状況が生じ

ている。 
    具体的には、｢グローバル化｣の中、世界の有力大学は優秀な研究者の

争奪にしのぎを削っており、長崎大学を含め、我が国の大学もその最中

に置かれている。 
    この中では、優秀で志のある研究者はより研究環境の整っている場を

求めて移動することに何の躊躇もない場合が多い。現在のところ、幸い

なことに我が国の有力な感染症研究者の多数は国内に拠点を保持しつつ、

BSL-4 施設の使用が必要な研究作業を行う際のみ、海外の BSL-4 施設を

使用している例が多いが、海外の BSL-4 施設の使用に当たっては、使用

順位が劣後し、相当の経費を要求される、甚だしい場合には、外国人で

ある日本人研究者の使用が制限されるなどの課題に直面しており、この

ままでは我が国が優秀で志のある研究者を確保することに支障が生じか

ねず、仮に感染症研究者の「空洞化」が生じれば、深刻な問題となるこ

とが懸念される。 
    BSL-4 施設の設置を求める研究者は自らの功名心に駆られているだけ、

との極端な見解も存在する。そうした見解を主張される方々には、科学

者が最先端の知見を求めて探求を怠らないのは、決して功名心のためだ

けではなく、探求の成果が人々の健康や福祉に必ず役立つと信じている

からにほかならないことも是非理解していただきたい。 

 
（２）有識者会議における議論及び今後の課題 

有識者会議においては、長崎大学の基本的考え方に異論は示されなか 

ったほか、長崎においても観光促進に伴う海外との人的交流増大の可能性

があるので、それを十分に念頭に置いて、この問題を考えるべき、との指

摘もあった。 
他方で、安全性の確保が市街地立地の大前提であること、近隣住民の 

不安や懸念の解消を図り、理解を得ることが最重要課題の一つであるとの

指摘が相次いだ。 
また、近隣の連合自治会長や自治会長の全員が出席したわけではないが、
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出席したオブザーバーからは、感染症制圧のために長崎大学は BSL-4 施

設設置計画を推進するべきであるとの意見や、既に BSL-3 施設を保有し

ている長崎大学は、様々な研究成果を生み出している一方、これまで病原

体の漏出や周辺住民に対する感染症被害を起こしていないことを想起す

べきだとの意見が示された。また、専門性の高い説明は一般市民にとって

難解であるとの指摘もあった。 
以上のことから、有識者会議で明らかにされた坂本キャンパスに BSL- 

4 施設を設置する理由とその必要性、また安全性とその対策、さらには地

域への情報の公開とその手法などを地域住民に丁寧に、理解しやすいよう

説明する努力を継続することが望まれる。 
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